












































































































　　砂 1,5	：石灰 1	　２回に分け３mm から５mm 厚になるように外側から
　　中心へ圧着しながら塗る。
　　　　　　　　　　　　　　←―漆喰上塗り（描画面）
　　　　　　　　　　　　　　←―漆喰下塗り２（シノピア・下絵）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊下塗り１は、省略
　↑特別下地（砂とボンド）
　　　　　　↑漆喰上塗り
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（上塗り終了後１時間程待ってから漆喰面が水分を吸うことを確認して描
画を始める、水分を吸わない場合は、紙などに水分を吸わせる）
１、描画開始（２時間から３時間）
　　　　　上塗り完成　　　　　　　　　　　	描画材料と道具
　オリジナル下絵カーボン紙で
　画面に写す　　　　　　　　
　　　　　　　	
模写絵を画面に写す
　　　　
　オリジナル下絵を見ながら描く　　　　　　模写絵を見ながら描く
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考察（おわりに）
　この講座は、今から５年前に実施した「幼児教育学科公開講座・美術への誘い１」に
続いて２回目のフレスコ画講座となった。「美術への誘い１」の受講者と今回の受講者
は１名重複したのみでほとんどがフレスコ画を初めて経験する受講者だった。そのた
め、左官仕事を初めて経験した。下塗りをコテで塗る際の力の入れ具合や漆喰の伸ば
し方が不馴れなため乾燥後ひび割れが発生したものが３点ほどあった。下塗りのひび
割れの場合、最初にひび割れ部分を漆喰で埋めてから上塗りを行うことで支障はなく
なる。描画が完成した上塗り壁面にひびが入った場合は、修復不可能だが、ほとんど
のフレスコ画作品で多少なりともひび割れを確認できるように物理的に致し方のない
現象である。また、今回使用した顔料は、金額的に手ごろなフレスコ画用７色セット
として市販されているものを使用したが、受講者の多くが絵の心得があるため、金額
は高くなるが色数を増やすことで受講者の満足感をより高めることができるのではな
いかと感じた。
　講座日程は、工程毎に壁面の乾燥が必要となるため１日目半日、１日挟み２日目半
日、１日挟み３日目終日と日数を要し、特に３日目の時間制限がある描画は誰もが集
中力を最高に高めることとなる。待たされるスローな時間や砂や水と云った素朴な素
材から、私たちが忘れかけていた何かを思い出す機会になったかもしれない。
　なお、本講座では、便宜上壁面ではなくパネルに描いた。その際、研究補助費で購
入した工作台を使用した。
